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エコファーマ英国研修記
環境分子保健学分野　白﨑　哲哉

　平成21年８月31日（月）から９月６日
（日）まで１週間、英国シェフィールド市
およびロンドンにおいて、エコファーマ海
外研修を行いました。この研修には、薬学
科の４年生２名と３年生２名が参加してく
れました。本研修の目的は、先進国におけ
る環境問題への取組を薬学生自身が現地
で視察調査し、今後の日本での取組や国
際協力にどのように生かせるか考えるこ
と、学生自身が研修を通してこれまで薬学
部で受けた教育を振り返り、今後の講義・
実習ならびに研究に生かすこと、そして将
来、薬学の視点から環境と命を守る意識
と実践力を強く持って地域・国際社会に貢
献する行動派の薬剤師、薬学研究者、行
政官などに成長してもらうことです。
　「エコファーマ」については、同窓会報
第52号にて簡単に紹介しましたが、平成
20年度文部科学省「質の高い大学教育推
進プログラム」として採択されたもので、
平成20年の11月より環境（薬学）教育の
充実に努めているところです。目的・趣旨
や取組内容、企業・中央官庁研修などの
実施概要とその報告など、詳細をhttp://
ecopharma．org/index．phpで紹介してい
ます。是非一度ご覧ください。どのプログ
ラムもはじめての経験で、企画・準備にか
なりの時間を要しましたが、英国研修につ
いては、幸いにも環境省の出先機関である
EPO九州とNPO法人環境ネットワークく
まもと（最後の補足説明参照）との協力関
係ができ、比較的スムーズに実施すること
ができました。
　英国では、第２次世界大戦以後の経済
の低迷の中で、様々な環境問題や衰退し
た地域の問題に直面し、その問題を解決し
て持続可能な社会を目指す取組が展開さ
れて来ています。近年、“持続可能性”と
いう考えは、経済活動や環境保全につい
ての基本的な共通理念として、国際的に広
く認識されており、その進んだ社会づくり
について理解を深め、その中で化学を中心
に幅広いポテンシャルを持つ薬学出身者
が、市民に密着したレベルから企業での研
究開発や行政、国際機関での活動まで幅
広い分野で今後どのように活躍できるか
について考えることは、今後の日本社会の
発展や発展途上国への支援などの上で大
いに参考になるであろうと考えられます。
そこで今回は、英国でも特に取組が進んで
いるシェフィールドにおいて中心的に研修
を行いました。今年になって、NHKもシェ
フィールドの取組を特集で放送しており、
先見の明があったかと思っています。

　そのシェフィールドは、日本のガイド
ブックにはまず出てこない都市であまり知
られていないかもしれません。かつては鉄
鋼産業で栄え、リーズやマンチェスターな
どとともに産業革命を支えた英国第５の都
市です。人口は約50万人、都市圏は180万
人にのぼり、ロンドンの北約200kmに位置
しています。熊本からシェフィールドまで
は、福岡、韓国・インチョン、英国・ヒー
スロー、ロンドンを経由し、乗り継ぎがス
ムーズであったにも関わらず、丸１日24時
間かかりました。
　現地では、英国グラウンドワーク本部
ジャパンユニットダイレクターでバーミン
ガム大学ジャパンセンター副所長の小山
義彦氏にコーディネーターを務めて頂き、
薬学生にも理解しやすい、public health 
and wellbeing の分野から環境問題への
対応を探りました。研修は、小山氏による
朝食後のブリーフィングから始まり、最初
の訪問先として、産業革命の中心となった
都市らしく歴史と権威を感じるシェフィー
ルド市役所を訪れました。ここで、地域戦
略パートナーシップ（LSP）の中心的役割
を果たしているシェフィールドファースト
のしくみと事業について、シェフィールド
ファーストの担当者、市議会議員、市職員
の方から説明を受けました。

　市民生活の向上に対しては、政府や行
政が主導して政策を実施する統治形態、
すなわちガバメントが一般的に取られて
います。しかし、英国では、最近、地域住
民が必要とするサービスを低コストかつ高
品質で提供するため、行政主導ではなく、
国や地方自治体（第１セクター）でも営利
企業（第２セクター）でもない第３のセク
ター（非営利団体や社会的企業、大学な
ど）の力を活用して、緩やかに統治するガ
バナンスへと統治形態が変わって来てい
ます。地域の課題を解決するために第１
セクターと協力関係を持ちながら、第３セ
クターが中心になって独立したパートナー
シップLSPを形成し、そこで住民が必要と
するサービスについて議論し、優先順位
や実施計画、実施方法などの合意を形成

します。その合意に基づいてLSPは、国や
自治体、EUなどから予算を獲得し、第３
セクターからサービスを購入して間接的に
そのサービスを住民に提供することになり
ます。そのための社会の仕組みづくりと法
律の整備が進められています。シェフィー
ルドにおいては、シェフィールドファー
ストがそのLSPの中心的役割を果たして
おり、大きく５つの分野に分かれていま
す。その中のpublic health and wellbeing 
partnershipは、医療関係機関、市役所、
大学、第３セクターから構成される20名
ほどの理事により運営されているとのこ
とで、自治体のsocial careと国のmedical 
careを地域のコミュニティとつなぐ役割
を担っています。医療費削減の観点から
政策の中心が予防にシフトしており、薬
局を拠点としたプロモーションも仕組み
の中に組み込まれています。各地域薬局
とは、エッセンシャルサービス、アドバン
スドサービス、エンハンスドサービスの３
段階に分けて契約しており、多くの薬局
は、エッセンシャルサービスとアドバンス
ドサービスを契約しているようですが、ど
のレベルまでサービスを提供するかは、各
薬局の考え方によるようです。今回のヒア
リングには、市議会議員も同席され、シェ
フィールドファーストの説明に対して市議
会の立場からの補足説明がありました。
最近、英国の総選挙で２大政党がそれぞ
れ過半数をとれず、Liberal Democrats 
（自民党と訳されているようです）が躍
進して注目されていますが、シェフィー
ルドでは、すでに２年ほどまでにLiberal 
Democratsが第１党になり、その政策に合
わせてシェフィールドファーストの政策の
見直しも進められていることがわかりまし
た。

　しくみの概略についてヒアリングし
たところで、その仕組みを支える各団
体を訪問し、その役割と取組について
ヒアリングを行いました。訪問先は、
シェフィールドファーストの戦略に基づ
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いて具体的にその事業を獲得し、実施
する事業連合体のSheffield Health and 
Wellbeing Consortium、ボランタリーセ
クターの中間支援団体であるVoluntary 
Action Sheffield （VAS）、健康福祉
と保護をテーマにした社会的企業で具
体的にサービスを市民に提供している
ZEST、エンハンスドサービスまで契約
し積極的に先進の事業に取り組んでいる
Wicker Pharmacy、そして国立大学であ
るSheffield Hallam University （SHU）の
Public Health Hubを訪問しました。個々
の役割については、最後に補足説明として
簡単に紹介しますので、興味があるところ
をご覧ください。
　研修は、各日とも５時には終了しまし
たので、その後は市内を散策したり、パ
ブなどで食事を楽しみました。また、初日
は市役所前に設置された移動式の観覧車
に乗って、シェフィールドの夜景を楽しみ
ました。シェフィールドでの最後の訪問
先であるSHUでの研修を終えた後は、市
内から車で50分ほどのところにあるPeak 
District National Parkに移動し、国立公
園内のB&Bに宿泊しました。この公園は、
英国で最初の国立公園で、小池百合子さ
んが環境相に就任してすぐ視察した場所
でもあります。なだらかな丘と芝、羊の放
牧など大変きれいで英国の田舎らしい風
景を堪能しました。
　ロンドンでは、1673年に開設され、英国
で最古、西欧でも最も歴史のある薬草園の
一つであるChelsea Physic Gardenをまず
見学しました。ここでは、在英の華道・フ

ラワーアレンジメント専門家である澤野多
加史氏に現地コーディネーターを務めて頂
きました。昔は、実際にここから医療用の
薬草が出荷され、大航海時代には世界各
地から貴重な植物が集められたとのこと
です。循環器科や精神科、眼科など使用
目的別に分類されて植えられている部分
もあり、治療効果に係る成分の構造式もき
ちんと書かれた案内版があるなど、大変素
晴らしい薬草園でした。チェルシーは、ロ

ンドンの中の地域の名称ですが、緩速濾
過法を開発し、衛生薬学の講義で必ずで
てくるチェルシー水道がかつてあった地域
です。残念ながら、チェルシー水道に関す
る遺構などは現在なにも残っていないとの
ことでした。
　その他、医療博物館と、自由見学とし
て大英博物館またはバッキンガム宮殿を
見学しました。ロンドンは一泊でしたが、
Chelsea Physic Gardenを見学した後、ロン
ドンアイに乗り、夕暮れのロンドンの風景
を楽しみました。当初は、ロンドンで製薬
企業や中央官庁を訪問したいと思っていま
したが、実現できなかったのが残念です。

　今回の研修では、いずれの訪問先でも
時間が足りず、もっと話を聞いたり、見学
したかったのですが、スケジュールに追
われて打ち切らざるを得なかったことが
残念でした。しかし、それだけ充実した

研修で、シェフィールドもたった３日しか
居なかったとは思えないほど多くのことを
学びました。残念なことは、public health
の分野から環境問題への対応を探る試み
としては、あまり収穫がなかったことで
す。公衆衛生の向上と環境問題とは密接
な関係がありますが、環境汚染について
はenvironmental healthという別の分野で
取組がなされているようです。また、英国
の薬学教育には公衆衛生学が入っていな
かったようで、保健省の最近の期待や政
策にも係わらず、公衆衛生分野での地域
薬局の役割と活用に関してまだ一般にもあ
まり認知されていないこと、薬局での薬剤
師の数は少なく、勤務時間中に薬局から離
れてはいけないとの法律があること、学校
薬剤師制度もないことなど、薬剤師が国民
の健康増進をサポートする目的で環境の
問題に取り組むにはまだ適した制度になっ
ていないようです。日本の薬学生・薬剤師
は従来より衛生化学や衛生薬学として衛
生・公衆衛生学や環境薬学を学んでおり、
今後はさらに臨床教育も充実してくるはず
であることを考え合わせると、今回学んだ
英国の仕組みをうまく取り入れることで、
環境問題への対応や健康増進にむけた衛
生・公衆衛生の向上に、日本の薬学と薬剤
師が英国以上に社会の中で活躍できるの
ではないかと思われます。今回参加してく
れた４名の学生や報告会などで情報を得
た学生が、これをうまく活用して、将来何
らかの形で薬学の発展につなげてくれた
らと期待しています。
　本研修の内容は、参加学生４名により11
月３日の薬学展でポスター（A０サイズ５
枚）発表され、さらに11月９日の報告会に
て口頭（30分発表・15分質疑応答）で発表
されたことを申し添えます。ポスターとス
ライドの内容はホームページで公表してい
ます。
　最後に、この場を借りて、本研修の実施
にあたり多大なご協力を頂いた宮北隆志
先生、澤 克彦氏、小山義彦氏、野多加史
氏、園田敬子さんに感謝申し上げますとと
もに、参加してくれて有意義な時間を共有
できた４名の学生とご家族、４年生の参加
を快く承諾して頂いた入江徹美教授・副薬
学部長にこころより感謝申し上げます。

補足説明
NPO法人環境ネットワークくまもと
　代表は、熊本学園大学教授・水俣学現
地研究センター長（元熊大医学部衛生学
教室講師）の宮北隆志先生であり、創始
者は、患者の立場に立って水俣病の問題
に取り組んでおられるご高名な原田正純
先生。熊薬の東門を出てすぐのところに事
務所がある。私の学生時代はここに喫茶
店がり、外観は昔のままである。熊薬の前
に事務所を構えたことは、単なる偶然。こ
れまで薬学部との関係は特になかった。こ
れからの協力関係の発展が期待される。
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EPO九州
　環境省が北海道から九州まで全国に８
か所設置している環境パートナーシップオ
フィスの一つ。熊本市国際交流会館２階に
事務所がある。

Sheffield Health and Wellbeing 
Consortium
　各NPOは、シェフィールド市や英国中
央政府のみならずEUとも直接契約して事
業を取ってくることができるが、規模があ
まり大きくないNPOの場合、各NPOは多
様性と柔軟性を持つものの、シェフィール
ドファーストや１次セクター側が求める規
模と多様なサービスの一括委託に対して
は、単独で契約をとることが難しい。この
ため、50を超えるNPO団体がコンソーシア
ムを作り、コンソーシアムとして契約を締
結して大きな事業を獲得し、契約した事業
内容に応じてコンソーシアムに参加してい
るそれぞれの団体に事業を委託する役割
を持っている。このとき、各団体が得意な
分野の仕事を割り振るが、単に仕事を回
すのではなく、コンソーシアム参加団体の
間でも事業の獲得に競争があり、各団体
の質の向上を図るとともに住民に提供す
るサービスの低下が起きないようにしてい
る。また、大学と連携して、大学の研究成
果を生かした具体的事業をコンソーシア
ム側からシェフィールドファーストや１次
セクターに提案し、事業化を行うこともあ
る。

Voluntary Action Sheffield （VAS）
　シェフィールドには3000を超えるNPO
が存在するが、その３/４は政府から資金
が入らない小さな団体である。それらは
情報や相互の連携に乏しく運営体質も弱
い。そのため、各団体間および公共団体

とのネットワークづくりや組織、経理、法
務、労務、技術など組織運営のための支
援とトレーニングを行っている。また、独
自に情報発信できない小さなNPO団体の
考えを集めて１次セクターやシェフィール
ドファーストに提示するほか、パートナー
シップの中で地方自治体などと一緒に働
き、シェフィールドファーストと規模の小
さな第３セクターとをつなぐ役割も担って
いる。
　さらに、National Health Service
（NHS）の地方機関であるPCTが新た
に取り組みを開始した保健・医療サービ
スに関する評価・改善スキーム（Local 

Involvement Network， LINK）を、シェ
フィールドにおいてはVASが受託してお
り、2008年に施行された法律上の権限に
基づいて、利用者のニーズの拾い出しや
公共機関のモニタリング、苦情に対する調
査、医療機関への改善指導も開始してい
る。

ZEST
　健康福祉と保護をテーマにした社会的
企業。もともと市が提供しており老朽化し
て利用者が少なくなっていたプールや図
書館など別々の施設を市から買い取り、
民営化して内部をリニューアルするととも
に、内部を貫通させて一体的な住民サー
ビスの提供を可能にしていた。施設は、ビ
クトリア朝時代の古い建物であったが、改
造により部分的には近代的建築要素も取
り入れられていた。自治体やPCTからの
事業委託費、住民の施設利用料などに加
え、建物内の部屋を小さなNPO団体に賃
貸して安定した収入を得られるよう工夫
されていた。また、建物の一部には市のオ
フィスが入居しており、市の職員が常駐
していることで１次セクターとの意思疎通
がうまくいっているとのこと。図書室、ジ
ム、プール、カフェなどを備え、運動療法
や食育などの肥満対策や健康管理・健康
向上のためのサービスを提供。訪問中も
多くの利用者がおとずれており、帰り際に
は、子供を連れた若い日本人女性から何
事かと声もかけられた。

Wicker Pharmacy
　市内の独立した薬剤師が集まって設立
したコンソーシアム型の薬局で、1952年の
開業以来年中無休でオープンしている。ス
タッフ70名のうち薬剤師はたったの４名。
薬局は、処方箋調剤料として１アイテム
あたり90ペンスと支払った医薬品のコスト
を政府から得ているほか、PCTと契約し
て、標準以上のサービスを提供するため
の費用を得ている。Wicker Pharmacyで
は、調剤とOTC薬の販売のほか、夜間の
宅配サービスや麻薬中毒患者へのケア、
Medicine on Timeと名付けられた医薬品
の分包化サービス、クラミジア、ピロリ
菌、妊娠の検査、禁煙補助、体重・血圧
のモニタリングなどのサービスを行って
おり、くすりの使用状況についての調査も
行っている。医師、看護師や作業療法士
などによる相談、治療、処方などができる
ように、薬局内にclinicという小部屋が３
室準備されており、薬局のカウンターから
少し入ったところには外から顔をみられ
ないようにした相談場所も１ヶ所準備され
ていた。使用せずに余った薬は、処方薬・
OTC薬ともに薬局で回収し、高温で焼却
処分しているとのこと。さらに、麻薬中毒
患者へのケアとして、治療だけでなく、麻
薬を打つための注射針の交換まで匿名で
行っていたことには驚いた。その際、通常

の入り口とは別に専用の入り口を設け、治
療や針交換の場所で中毒患者以外の人と
顔を合わせなくて済むような工夫がなさ
れていた。麻薬を売ることは重大犯罪で、
使うことも犯罪であるが、中毒患者は被害
者でもあるとの考えに立ったサービスであ
り、針交換は、注射針の使い回しによる感
染症蔓延の防止が目的とのことであった。
注射針交換用のボックス周辺には麻薬の
恐ろしさを伝えるチラシや治療への勧誘
などのためのチラシが多数用意されてい
た。
　また、薬局の隣にはMobility shopを
併設し、内部で薬局とつながっていた。
Mobility shopでは、障害のある人が快適
に生活できるように、軽量の靴や杖、車い
す、電動車いすのほか、屋内やバスルー
ム、トイレなどの手すり、介護用ベッドな
ど様々なものが販売されていた。このよ
うに、薬局というより、総合健康相談セン
ターとして機能しており、これらの先進
的な取組から様々な表彰を受けている。
Mobility shopの充実は、以前より私が思
い描いていた理想の地域薬局を超えるも
ので、今後日本でも普及できないものかと
考えている。

Sheffield Hallam University （SHU）
　健康福祉学部、芸術理工学部、社会開
発学部、ビジネススクールの４学部から
なる国立大学で、これらの学部をつなぐ
Public Health Hubを中心に４学部が協力
して公衆衛生に関する研究と実践に取り
組んでいる。大学の役割として、大学の持
つ公衆衛生に関する知識を地域社会に積
極的に還元することがあげられる。Public 
Health Hubの開設により、Hubが中心と
なって４学部協力で公衆衛生に関する研
究と実践を行うことが可能となっている。
また、外部からの依頼をHubに一本化する
ことで、効率的に学内で協力して問題を解
決することが可能になった。これにより、
学際的取組が進み、学内の潜在的能力が
高まることで、これまでにはない新しい分
野の創成とサポートを実現することができ
るようになっている。例えば、芸術が公衆
衛生に与える影響の検討とその成果の還
元など。単なる形式上の組織としくみでは
なく、一か月の内決められた時間は、自分
の学部の仕事をせず、必ずPublic Health 
Hubの仕事をしなければならないとのこと
であった。
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